
令和6年3月18日

国立保健医療科学院長 殿

機関名 国立大学法人千葉大学

所属研究機関長 職 名 学長代行

氏 名 中 谷 晴 昭

次の職員の令和5年度厚生労働科学研究費の調査研究における､倫理審査状況及び利益相反等の管理につい

ては以下のとおりです。

1．研究事業名 難治性疾患政策研究事業

2．研究課題名 神経免疫疾患領域に媚ける難病の医療水準と患者のQoL向上に資する研究

3．研究者名 （駈届部署・職名） 大学院医学研究院 ・ 教授

(氏名・フリガナ） 桑原 聡・クワバラ サトシ

4．倫理審査の状況

左記で該当がある場合のみ記入（※'）

審査済み 審査した機関 未審査（※2）

該当性の有無

有 無

人を対象とする生命科学･医学系研究に関する倫理

指針（※3）
千葉大学■ ロ □■

｜□遺伝子治療等臨床研究に関する指針 □ ■ □

厚生労働省の所管する実施機関における動物実験

等の実施に関する基本指針
□□ ■ □

。’
その他、該当す~る倫理指針があれば記入すること

（指針の名称： ）
□ ■ □

(Xl)当該研究者が当蕨研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に関する倫理委員会の審査が済んでいる場合は、「審査済み」にチェッ

クし一部若しくは全部の審査が完了していない場合は、「未審査」にチェックすること。

その他（特記事項）

（※2）未審査に場合は、その理由を記載すること。

（※3）廃止前の「疫学研究に関する倫理指針｣、「臨床研究に関する倫理指針｣、「ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針｣、「人を対

象とする医学系研究に関する倫理指針」に準拠する場合は、当該項目に記入すること。

5．厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について

’|研究倫理教育の受講状況 |受講ロ未受講□
6．利益相反の管理

当研究機関におけるCOIの管理に関する規定の策定 有 ■ 無 口(無の場合はその理由 ）

当研究機関におけるCOI委員会設置の有無 有 ■ 無 口(無の場合は委託先機関

〕

当研究に係るCOIについての報告・審査の有無 有 ■ 無 □(無の場合はその理由 ）

当研究に係るCOIについての指導・管理の有無 有 口 無 ■（有の場合はその内容 ）

(留意事項） ・骸当する□にチェックを入れること。

・分担研究者の所属する機関の長も作成すること。



令和6年3月7日

国立保健医療科学院長 殿

機関名 東京女子医科大学

所属研究機関長 職 名 学長

氏 名 丸 義朗

次の職員の令和5年度厚生労働科学研究費の調査研究における、倫理審査状況及び利益相反等の管理に

ついては以下のとおりです。

1．研究事業名 難治性疾患政策研究事業

2．研究課題名 神経免疫疾患領域における難病の医療水準と患者のQOL向上に資する研究

3．研究者名 （所属部局・職名） 医学部・准教授

(氏名・フリガナ） 石垣 景子 ・イシガキ ケイコ

4．倫理審査の状況

該当性の有無

有 無

左記で該当がある場合のみ記入 (Xl)

審査済み 審査した機関 ｜末審査(※2）
人を対象とする生命科学・医学系研究に関する倫理指針

(※3）
東京女子医大■ □ ■ □

遺伝子治療等臨床研究に関する指針 □ ■ ■ |■

厚生労働省の所管する実施機関における動物実験

等の実施に関する基本指針
■I ■ ■ □

その他、該当する倫理指針があれば記入すること

（指針の名称： ）
□ ■ ■ |■

(X l)当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に関する倫理委員会の審査が済んでいる場合は、「審査済みjにチェックし

一部若しくは全部の審査が完了していない場合は、「未審査jにチェックす-ること。

その他（特記事項）

(※2）

(※3）

未審査に場合は、その理由を記載すること。

廃止前の「疫学研究に関する倫理指針」、「臨床研究に関する倫理指針j、「ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針」、「人を対

象とする医学系研究に関する倫理指針」に準拠する場合は、当該項目に記入すること。

5．厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について

研究倫理教育の受講状況 受講 ■ 未受講 □

6．利益相反の管理

当研究機関におけるCOIの管理に関する規定の策定 有 ■ 無 □（無の場合はその理由 ）

当研究機関におけるCOI委員会設置の有無 有 ■ 無 □（無の場合は委託先機関 ）

当研究に係るCOIについての報告．審査の有無 有 ■ 無 口（無の場合はその理由 ）

当研究に係るCOIについての指導・管理の有無 有 口 無 ■（有の場合はその内容 ）

(留意事項） ・該当する□にチェックを入れること。

・分担研究者の所属する機関の長も作成すること．



令和6年 4月 1日

国立保健医療科学院長 殿

機関名 徳島大学

所属研究機関長 職 名 学 長

氏 名 河 村 保 彦

次の職員の令和5年度厚生労働科学研究費の調査研究における､倫理審査状況及び利益相反等の管理につい

ては以下のとおりです。

1．研究事業名 難治性疾患政策研究事業

2．研究課題名 神経免疫疾患領域における難病の医療水準と患者のQoL向上に資する研究

3．研究者名 （所属部署・職名） 大学院医歯薬学研究部・教授 一

(氏名・フリガナ） 和泉 唯信・イズミ ユイシン

4．倫理審査の状況

左記で該当がある場合のみ記入（※1）
該当性の有無

有 無
未審査(※

2）
審査済み 審査した機関

人を対象とする生命科学。医学系研究に関する倫

理指針（※3）
徳島大学■ □ 回■

遺伝子治療等臨床研究に関する指針 □ ■ □ |■

厚生労働省の所管する実施機関における動物実験

等の実施に関する基本指針
□□ ■ |■

その他、該当する倫理指針があれば記入すること

（指針の名称： ）
田■ ■ □

（※1）当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に関する倫理委員会の審査が済んでいる場合は、「審査済み」にチェッ
クし一部若しくは全部の審査が完了していない場合は、「未審査」にチェックすること。

その他（特記事項）

(※2）未審査に場合は、その理由を記載すること。

(※3）廃止前の「疫学研究に関する倫理指針｣、「臨床研究に関する倫理指針｣、「ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針｣、「人を対象

とする医学系研究に関する倫理指針」に準拠する場合は、当該項目に記入すること。

5．厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について

|研究倫理教育の受講状況 |受講ロ未受講□
6．利益相反の管理

当研究機関におけるCOIの管理に関する規定の策定 有 ■ 無 D(無の場合はその理由 ）

当研究機関におけるCCI委員会設置の有無 有 ■ 無 口(無の場合は委託先機関 ）

当研究に係るCCIについての報告・審査の有無 有 ■ 無 口(無の場合はその理由 ）

当研究に係るCCIについての指導・管理の有無 有 口 無 ■（有の場合はその内容 ）

(留意事項） ・該当する□にチェックを入れること。

・分担研究者の所属する機関の長も作成すること。



令和6年 3 月 31日

国立保健医療科学院長 殿

機関名 国立大学法人九州大学

所属研究機関長 職 名 総長

氏 名 石橋 達朗

次の職員の令和5年度厚生労働科学研究費の調査研究における､倫理審査状況及び利益相反等の管理につい

ては以下のとおりです。

1．研究事業名 難治性疾患政策研究事業

2．研究課題名 神経免疫疾患領域における難病の医療水準と患者のQOL向上に資する研究

3．研究者名 （所属部署・職名）大学院医学研究院・教授

フリガナ）磯部 紀子。イソベ ノリコ(氏名

4．倫理審査の状況

左記で該当がある場合のみ記入（※1）

｜未審査(※2）審査済み 審査した機関

該当性の有無

有 無

人を対象とする生命科学・医学系研究に関する倫

理指針（※3）
九州大学病院■ □ ■■

遺伝子治療等臨床研究に関する指針 □ ■ □ 口

厚生労働省の所管する実施機関における動物実験

等の実施に関する基本指針
□□ ■ □

その他、該当する倫理指針があれば記入すること

（指針の名称：人を対象とする医学系研究に関する倫
九州大学病院■ □ □■

理指針）

（※1）当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に関する倫理委員会の審査が済んでいる場合は、「審査済み」にチェッ

クし一部若しくは全部の審査が完了していない場合は、「未審査」にチェックすること。

その他（特記事項）

（※2）未審査に場合は、その理由を記載すること。

（※3）廃止前の「疫学研究に関する倫理指針｣、「臨床研究に関する倫理指針｣、「上i､ゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針｣、「人を対象
とする医学系研究に関する倫理指針」に準拠する場合は、当該項目に記入すること。

5．厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について

|研究倫理教育の受講状況 ’|受講■未受講ロ
6．利益相反の管理

当研究機関におけるColの管理に関する規定の策定 有 ■ 無 D(無の場合はその理由 ）

当研究機関におけるCol委員会設置の有無 有 ■ 無 □(無の場合は委託先機関 ）

当研究に係るCCIについての報告・審査の有無 有 ■ 無 口(無の場合はその理由 ）

当研究に係るColについての指導・管理の有無 有 口 無 ■（有の場合はその内容 ）

(留意事項） ・該当する□にチェックを入れること。

・分担研究者の所属する機関の長も作成すること。



令和 6年 3月 1日

国立保健医療科学院長 殿

国立大学法人千葉大学

学長代行

機関名

所属研究機関長 職 名

氏 名 中谷 晴 昭

次の職員の令和5年度厚生労働科学研究費の調査研究における､倫理審査状況及び利益相反等の管理につい

ては以下のとおりです。

難治性疾患政策研究事業1．研究事業名

2．研究課題名

3．研究者名

神経免疫疾患領域における難病の医療水準と患者のQOL向上に資する研究

(所属部署。職名） 医学部附属病院 助教

フリガナ） 鵜沢 顕之 ・ウザワ アキユキ(氏名

4．倫理審査の状況

左記で該当がある場合のみ記入（※1）

｜未審査(※2）審査済み 審査した機関

該当性の有無

有 無

人を対象とする生命科学･医学系研究に関する倫理

指針(※3）
千葉大学 □■ ｜■ ■

□遺伝子治療等臨床研究に関する指針 □ ■ □

厚生労働省の所管する実施機関における動物実験

等の実施に関する基本指針
|■’□ ■ 巳

その他、該当する倫理指針があれば記入すること

（指針の名称： ）
□□□ ■

(※1）当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に関する倫理委員会の審査が済んでいる場合は、「審査済み」にチェッ

クし一部若しくは全部の審査が完了していない場合は、「未審査」にチェックすること。

その他（特記事項）

（※2）未審査に場合は、その理由を記載すること。
（※3）廃止前の「疫学研究に関する倫理指針｣、「臨床研究に関する倫理指針｣、「ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針｣、「人を対
象とする医学系研究に関する倫理指針」に準拠する場合は、当該項目に記入すること。

5．厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について

’|研究倫理教育の受講状況 受講 ■ 未受講□

6．利益相反の管理

有 ■ 無 口(無の場合はその理由当研究機関におけるCCIの管理に関する規定の策定 ）

有 ■ 無 口(無の場合は委託先機関当研究機関におけるCCI委員会設置の有無 ）

有 ■ 無 □(無の場合はその理由当研究に係るcClについての報告・審査の有無

ｊ
－
ｊ
ｌ当研究に係るCCIについての指導・管理の有無 有 口 無 ■（有の場合はその内容

(留意事項） ・該当する□にチェックを入れること。

・分担研究者の所属する機関の長も作成すること。



令和 6年 4月 9日

国立保健医療科学院長 殿

機関名 国際医療福祉大学

所属研究機関長 職 名 学長

氏 名 鈴木 康裕

次の職員の令和5年度厚生労働科学研究費の調査研究における､倫理審査状況及び利益相反等の管理につい

ては以下のとおりです。

1．研究事業名 難治性疾患政策研究事業

2．研究課題名 神経免疫疾患領域における難病の医療水準と患者のQOL向上に資する研究

3．研究者名 （所属部署。職名）医学部脳神経内科。教授

(氏名・フリガナ）荻野 美恵子。オギノ ミエコ

4．倫理審査の状況

左記で該当がある場合のみ記入（※1）

｜未審査(※2）審査済み 審査した機関

該当性の有無

有 無

人を対象とする生命科学･医学系研究に関する倫理

指針（※3）
□ ■

一

■□

遣伝子治療等臨床研究に関する指針 □ ■ |■|■

厚生労働省の所管する実施機関における動物実験

等の実施に関する基本指針
□

一

|■□ ■

その他、該当する倫理指針があれば記入すること

（指針の名称： ）
□ ■□ ■

(Xl)当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に関する倫理委員会の審査が済んでいる場合は、「審査済み」にチェッ
クし一部若しくは全部の審査が完了していない場合は、「未審査」にチェックすること。

その他（特記事項）

（※2）未審査に場合は、その理由を記載すること。
（※3）廃止前の「疫学研究に関する倫理指針｣、「臨床研究に関する倫理指針｣、「ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針｣、「人を対
象とする医学系研究に関する倫理指針」に準拠する場合は、当該項目に記入すること。

5．厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について

受講 ■ 未受講 □

1

1
’|研究倫理教育の受講状況 ’

6．利益相反の管理

当研究機関におけるCOIの管理に関する規定の策定 有 ■ 無 口(無の場合はその理由 ）

当研究機関におけるCCI委員会設置の有無 有 ■ 無 口(無の場合は委託先機関 ）

当研究に係るCCIについての報告・審査の有無 有 ■ 無 □(無の場合はその理由 ）

当研究に係るCCIについての指導・管理の有無 有 口 無 ■（有の場合はその内容 ）

(留意事項） ・該当する□にチェックを入れること。

・分担研究者の所属する機関の長も作成すること。



令和 6年 3月 311ヨ

国立保健医療科学院長 殿

機関名 埼玉医科大学

所属研究機関長 職 名 学長

氏 名 竹内 勤

次の職員の令和5年度厚生労働科学研究費の調査研究における､倫理審査状況及び利益相反等の管理につい

ては以下のとおりです。

1．研究事業名 難治性疾患政策研究事業

2．研究課題名 神経免疫疾患領域における難病の医療水準と患者のQOL向上に資する研究

3．研究者名 (所属部署。職名） 脳神経内科。教授

(氏名・フリガナ） 海田 賢一・カイダ ケンイチ

4．倫理審査の状況

左記で該当がある場合のみ記入（※'）

｜未審査(※2）審査済み 審査した機関

該当性の有無

有 無

埼玉医科大学総合医療センタ

ー

人を対象とする生命科学･医学系研究に関する倫理

指針(※3）
■ □ □■

遺伝子治療等臨床研究に関する指針 □ ■ □田

厚生労働省の所管する実施機関における動物実験

等の実施に関する基本指針
□□ ■ |■

その他、該当する倫理指針があれば記入すること

（指針の名称： ）

一

■□ ■ 口

（※1）当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に関する倫理委員会の審査が済んでいる場合は、「審査済み」にチェッ
クし一部若しくは全部の審査が完了していない場合は、「未審査jにチェックすること。

その他（特記事項）

（※2）未審査に場合は、その理由を記載すること。
（※3）廃止前の「疫学研究に関する倫理指針｣、「臨床研究に関する倫理指針j、「ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針｣、「人を対
象とする医学系研究に関する倫理指針」に準拠する場合は、当該項目に記入すること。

5．厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について

'|研究倫理教育の受講状況 |受講■未受講ロ
6．利益相反の管理

当研究機関におけるCCIの管理に関する規定の策定 有 ■ 無 □(無の場合はその理由

１

有 ■ 無 口(無の場合は委託先機関当研究機関におけるCCI委員会設置の有無 ）

有 ■ 無 □(無の場合はその理由当研究に係るcClについての報告・審査の有無 ）

当研究に係るCCIについての指導・管理の有無 有 口 無 ■（有の場合はその内容 ）

(留意事項） ・該当する□にチェックを入れること。

・分担研究者の所属する機関の長も作成すること。



令和 6年 2月21日

国立保健医療科学院長 殿

国立大学法人新潟大学

学長

機関名

所属研究機関長 職 名

氏 名 牛木 辰男

次の職員の令和5年度厚生労働科学研究費の調査研究における､倫理審査状況及び利益相反等の管理につい

ては以下のとおりです。

1．研究事業名 難治性疾患政策研究事業

2．研究課題名 神経免疫疾患領域における難病の医療水準と患者のQoL向上に資する研究

3．研究者名 （所属部署。職名） 大学院医歯学総合研究科 准教授

フリガナ） 河内泉（カワチ イズミ）(氏名

4．倫理審査の状況

左記で該当がある場合のみ記入（※'）

｜未審査(X2)審査済み 審査した機関

該当性の有無

有 無

人を対象とする生命科学･医学系研究に関する倫理

指針（※3）
新潟大学■ □ □■

遺伝子治療等臨床研究に関する指針 □ ■ |■ ■’

厚生労働省の所管する実施機関における動物実験

等の実施に関する基本指針
□ ■ □ □

その他、該当する倫理指針があれば記入すること

（指針の名称： ）
□ ■ □ □

（※1）当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に関する倫理委員会の審査が済んでいる場合は、「審査済み」にチェッ
クし一部若しくは全部の審査が完了していない場合は、「未審査」にチェックすること。

その他（特記事項）

（※2）未審査に場合は、その理由を記載すること。

（※3）廃止前の「疫学研究に関する倫理指針｣、「臨床研究に関する倫理指針｣、「ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針｣、「人を対

象とする医学系研究に関する倫理指針」に準拠する場合は、当該項目に記入すること。

5．厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について

’ ’研究倫理教育の受講状況 受講 ■ 未受講 □

6．利益相反の管理

当研究機関におけるCOIの管理に関する規定の策定 有 ■ 無 口(無の場合はその理由 ）

当研究機関におけるC○I委員会設置の有無 有 ■ 無 口(無の場合は委託先機関 ）

当研究に係るCCIについての報告・審査の有無 有 ■ 無 D(無の場合はその理由 ）

当研究に係るCOIについての指導・管理の有無 有 口 無 ■（有の場合はその内容 ）

(留意事項） ・該当するロにチェックを入れること。

・分担研究者の所属する機関の長も作成すること。



令和6年3月14日

国立保健医療科学院長 殿

機関名 佐賀大学

所属研究機関長 職 名 学長

氏 名 兒玉 浩明

次の職員の令和5年度厚生労働科学研究費の調査研究における､倫理審査状況及び利益相反等の管理につい

ては以下のとおりです。

1．研究事業名 難治性疾患政策研究事業

神経免疫疾患領域における難病の医療水準と患者のQOL向上に資する研究2．研究課題名

3．研究者名 教育研究院医学域医学系。教授(所属部署・職名）

小池 春樹。コイケ ノ､ルキ(氏名 フリガナ）

4．倫理審査の状況

左記で該当がある場合のみ記入（※1）

｜未審査(※2）審査済み 審査した機関

該当性の有無

有 無

人を対象とする生命科学･医学系研究に関する倫理

指針(※3）
佐賀大学■ ｜■ ■童

遺伝子治療等臨床研究に関する指針 □ ■ □□

厚生労働省の所管する実施機関における動物実験

等の実施に関する基本指針
□□ ■ 田

その他、該当する倫理指針があれば記入すること

（指針の名称： ）
■□ ■ 画

（※1）当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に関する倫理委員会の審査が済んでいる場合は、「審査済み」にチェッ
クし一部若しくは全部の審査が完了していない場合は、「未審査」にチェックすること。

その他（特記事項）

（※2）未審査に場合は、その理由を記載すること。
（※3）廃止前の『疫学研究に関する倫理指針｣、「臨床研究に関する倫理指針｣、『ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針｣、「人を対
象とする医学系研究に関する倫理指針」に準拠する場合は、当該項目に記入すること。

5．厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について

|研究倫理教育の受講状況 ’ 受講 ■ 未受講□

6．利益相反の管理

当研究機関におけるCCIの管理に関する規定の策定 有 ■ 無 D(無の場合はその理由 ）

当研究機関におけるCOI委員会設置の有無 有 ■ 無 口(無の場合は委託先機関 ）

当研究に係るCCIについての報告・審査の有無 有 ■ 無 D(無の場合はその理由 ）

当研究に係るC○Iについての指導・管理の有無 有 口 無 ■（有の場合はその内容 ）

(留意事項） ・該当するロにチェックを入れること。

・分担研究者の所属する機関の長も作成すること。



令和6年3月31日

国立保健医療科学院長 殿

機関名 慶應義塾大学

所属研究機関長 職 名 学長

氏 名 伊藤 公平

次の職員の令和5年度厚生労働科学研究費の調査研究における､倫理審査状況及び利益相反等の管理につ

いては以下のとおりです。

1．研究事業名 難治性疾患政策研究事業

おける難病の医療水準と患者のQOL向上に資する研究2．研究課題名 神経免疫疾患領域に

3．研究者名 （所属部署。職名）医学部。教授

(氏名。フリガナ）佐藤泰憲。サトウヤスノリ

4，倫理審査の状況

該当性の有無

有 無

左記で該当がある場合のみ記入（※1）

｜未審査(※2）審査済み 審査した機関

人を対象とする生命科学･医学系研究に関する倫理

指針(※3）
□□ ■ □

遺伝子治療等臨床研究に関する指針 □ ■ 図i■

厚生労働省の所管する実施機関における動物実験

等の実施に関する基本指針

一

■□ ■ □

その他、該当する倫理指針があれば記入すること

（指針の名称： ）
□□ ■ ■

（※1）当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に関する倫理委員会の審査が済んでいる場合は、「審査済み」にチェッ
クし一部若しくは全部の審査が完了していない場合は、「未審査」にチェックすること。

その他（特記事項）

（※2）未審査に場合は、その理由を記載すること。

（※3）廃止前の「疫学研究に関する倫理指針｣、「臨床研究に関する倫理指針｣、「ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針｣、「人を対
象とする医学系研究に関する倫理指針」に準拠する場合は、当該項目に記入すること。

5．厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について

’|受講■未受講□研究倫理教育の受講状況

6．利益相反の管理

当研究機関におけるCOIの管理に関する規定の策定 有 ■ 無 口(無の場合はその理由

ｊ

’

当研究機関におけるCCI委員会設置の有無 有 ■ 無 □(無の場合は委託先機関 ）

当研究に係るCCIについての報告・審査の有無 有 国 無 口(無の場合はその理由 ）

当研究に係るCOIについての指導・管理の有無 有 口 無 ■（有の場合はその内容 ）

(需意事項） ・該当する□にチェックを入れること。

・分担研究者の所属する機関の長も作成すること。

信濃町-aa516



令和 6年 4月 17 日

国立保健医療科学院長 殿

機関名 東京女子医科大学

所属研究機関長 職 名 学長

氏 名 丸 義朗

次の職員の令和5年度厚生労働科学研究費の調査研究における､倫理審査状況及び利益相反等の管理につい

ては以下のとおりです。

難治性疾患政策研究事業1．研究事業名

2．研究課題名

3．研究者名

神経免疫疾患領域における難病の医療水準と患者のQOL向上に資する研究

(所属部署。職名） 医学部。教授

フリガナ） 清水優子・シミズユウコ（氏名
一

4．倫理審査の状況

左記で該当がある場合のみ記入（※1）

｜未審査(※2）審査済み 審査した機関

該当性の有無

有 無

人を対象とする生命科学･医学系研究に関する倫理

指針(※3）
東京女子医科大学 □■ □ ■

■|遺伝子治療等臨床研究に関する指針 □ ■ 田

厚生労働省の所管する実施機関における動物実験

等の実施に関する基本指針
□□ ■ □

その他、該当する倫理指針があれば記入すること

（指針の名称： ）
□□ ■ □

｢審査済（※1）当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に関する倫理委員会の審査が済んでいる場合は、
クし一部若しくは全部の審査が完了していない場合は、「未審査」にチェックすること。

その他（特記事項）

査済み」にチェッ

（※2）未審査に場合は、その理由を記載すること。
（※3）廃止前の「疫学研究に関する倫理指針｣、『臨床研究に関する倫理指針｣、『ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針｣、「人を対
象とする医学系研究に関する倫理指針」に準拠する場合は、当該項目に記入すること。

5．厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について
h

l

l|研究倫理教育の受講状況 ｜|' 受講 ■ 未受講□

6．利益相反の管理

’当研究機関におけるCCIの管理に関する規定の策定 有 ■ 無 口(無の場合はその理由 ）

当研究機関におけるCCI委員会設置の有無 有 ■ 無 D(無の場合は委託先機関

ｊ
一

当研究に係るCCIについての報告・審査の有無 有 ■ 無 □(無の場合はその理由 ）

当研究に係るCCIについての指導・管理の有無 有 口 無 ■（有の場合はその内容 ）

(留意事項） ・該当する□にチェックを入れること。

・分担研究者の所属する機関の長も作成すること。



令和6年 3月 15日

国立保健医療科学院長 殿

機関名 学校法人国際医療福祉大学

所属研究機関長 職 名 理事長

氏 名 高木 邦格

次の職員の令和5年度厚生労働科学研究費の調査研究における､倫理審査状況及び利益相反等の管理につい

ては以~ﾄのとおりです。

1．研究事業名 難治性疾患政策研究事業

2．研究課題名 神経免疫疾患領域における難病の医療水準と患者のQOL向上に資する研究

3．研究者名 （所属部署。職名）国際医療福祉大学・医学部・教授

(氏名・フリガナ）竹内 英之 （タケウチ ヒデユキ）

4．倫理審査の状況

左記で該当がある場合のみ記入（※1）

｜未審査(※2）審査済み 審査した機関

該当性の有無

有 無

横浜市立大学、国際医療福祉

大学

人を対象とする生命科学｡医学系研究に関する倫理

指針（※3）

□■ □ ■

■遺伝子治療等臨床研究に関する指針 □ ■
一

■

厚生労働省の所管する実施機関における動物実験

等の実施に関する基本指針
■□ ■ |■

その他、該当する倫理指針があれば記入すること

（指針の名称： ）
口□■I ■

(※1）当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に関する倫理委員会の審査が済んでいる場合は、「審査済み」にチェッ

クし一部若しくは全部の審査が完了していない場合は、「未審査」にチェックすること。

その他（特記事項）

（※2）末審査に場合は、その理由を記載すること。
（※3）廃止前の「疫学研究に関する倫理指針｣、「臨床研究に関する倫理指針｣、「ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針｣、「人を対
象とする医学系研究に関する倫理指針」に準拠する場合は、当該項目に記入すること。

5．厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について

|受講ロ未受講口
1

1研究倫理教育の受講状況
6．利益相反の管理

当研究機関におけるcolの管理に関する規定の策定 有 ■ 無 口(無の場合はその理由

ｊ
’

有 ■ 無 口(無の場合は委託先機関当研究機関におけるCOI委員会設置の有無 ）

当研究に係るCCIについての報告・審査の有無 有 ■ 無 □(無の場合はその理由 ）

当研究に係るCCIについての指導・管理の有無 有 ロ 無 ■（有の場合はその内容 ）

(留意事項） ・該当する□にチェックを入れること。

・分担研究者の所属する機関の長も作成すること。



令和 6 年 3 月 31日

国立保健医療科学院長 殿

国立病院機構 宇多野病院

院長

澤田 秀幸

機関名

所属研究機関長 職 名

氏 名

次の職員の令和5年度厚生労働科学研究費の調査研究における､倫理審査状況及び利益相反等の管理につい

ては以下のとおりです。

難治性疾患政策研究事業1．研究事業名

2．研究課題名 神経免疫疾患領域における難病の医療水準と患者の-QQI｣向上に資する研究

3．研究者名 （所属部署。職名）臨床研究部9-医長

(氏名 フリガナ）田原 将行。タノ､ラ マサユキ

4．倫理審査の状況

左記で該当がある場合のみ記入

|審査済み 審査した機関

該当性の有無

有 無

(※1）

1~耒霊丁蒻

人を対象とする生命科学｡医学系研究に関する倫理

指針(※3）
宇多野病院生命倫理委員会 □■ □ ■

遺伝子治療等臨床研究に関する指針 □ ■ 園□

厚生労働省の所管する実施機関における動物実験

等の実施に関する基本指針
□□ ■ □

その他、該当する倫理指針があれば記入すること

（指針の名称： ）
■□ ■ ■

（※1）当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に関する倫理委員会の審査が済んでいる場合は、「審査済み」にチェッ
クし一部若しくは全部の審査が完了していない場合は、「未審査」にチェックすること。

その他（特記事項）

（※2）未審査に場合は、その理由を記載すること。
（※3）廃止前の「疫学研究に関する倫理指針｣、「臨床研究に関する倫理指針｣、「ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針｣、「人を対
象とする医学系研究に関する倫理指針」に準拠する場合は、当該項目に記入すること。

5．厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について

受講 ■ 未受講□|研究倫理教育の受講状況 ’
6．利益相反の管理

当研究機関におけるC○Iの管理に関する規定の策定 有 ■ 無 D(無の場合はその理由 ）

有 ■ 無 口(無の場合は委託先機関当研究機関におけるCol委員会設置の有無 ）

当研究に係るCCIについての報告・審査の有無 有 ■ 無 口(無の場合はその理由 ）

当研究に係るCCIについての指導・管理の有無 有 、 無 ■（有の場合はその内容 ）

(留意事項） ・該当する□にチェックを入れること。

・分担研究者の所属する機関の長も作成すること。



令和6年 3月15日

国立保健医療科学院長 殿

機関名 東北医科薬科大学

所属研究機関長 職 名 学長

氏 名 大野 勲

次の職員の令和5年度厚生労働科学研究費の調査研究における､倫理審査状況及び利益相反等の管理につい

ては以下のとおりです。

1，研究事業名 難治性疾患政策研究事業

2．研究課題名 神経免疫疾患領域における難病の医療水準と患者の

3．研究者名 （所属部署・職名） 医学部。教授

QOL向上に資する研究

フリガナ） 中島・一郎・ナカシマ イチロウ(氏名

4．倫理審査の状況

左記で該当がある場合のみ記入(Xl)

｜未審査(※2）審査済み 審査した機関

該当性の有無

有 無

人を対象とする生命科学･医学系研究に関する倫理

指針（※3）
東北医科薬科大学病院 □固 ’■ 画

□遺伝子治療等臨床研究に関する指斜 口 図 □

厚生労働省の所管する実施機関における動物実験
等の実施に関する基本指針

□口 画 |■

その他、該当する倫理指針があれば記入すること

（指針の名称： ）
□口 画 □

「（※1）当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に関する倫理委員会の審査が済んでいる場合は、「審査済み」にチェッ
クし一部若しくは全部の審査が完了していない場合は、「未審査」にチェックすること。

その他（特記事項）

（※2）未審査に場合は、その理由を記載すること。

（※3）廃止前の「疫学研究に関する倫理指針｣、「臨床研究に関する倫理指針｣、「ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針｣、「人を対
象とする医学系研究に関する倫理指針」に準拠する場合は、当該項目に記入すること。

5．厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について

|受講園未受講ロ’ 研究倫理教育の受講状況
6．利益相反の管理

当研究機関におけるCCIの管理に関する規定の策定 有.国 無 口(無の場合はその理由 ）

有 画 無 口(無の場合は委託先機関当研究機関におけるCol委員会設置の有無

〕

当研究に係るCCIについての報告・審査の有無 有 国 無 口(無の場合はその理由

１

有 、 無 厨（有の場合はその内容当研究に係るCCIについての指導・管理の有無 ）

(留意事項） ・該当するロにチェックを入れること。

・分担研究者の所臓する機関の長も作成すること。

､



令和6年3月8日

国立保健医療科学院長 殿

機関名 国立大学法人富山大学

所属研究機関長 職 名 学長

氏 名 齋 藤 滋

次の職員の令和5年度厚生労働科学研究費の調査研究における､倫理審査状況及び利益相反等の管理につい

ては以下のとおりです。

難治性疾患政策研究事業1．研究事業名

2．研究課題名

3．研究者名

神経免疫疾患領域における難病の医療水準と患者のQoIJ向上に資する研究

(所属部署。職名） 学術研究部医学系脳神経内科 教授

フリガナ） 中辻 裕司・ナカツジ ユウジ(氏名

4．倫理審査の状況

左記で該当がある場合のみ記入(X l)

｜未審査(※2）審査済み 審査した機関

該当性の有無

有 無

人を対象とする生命科学･医学系研究に関する倫理

指針（※3）

富山大学臨床・疫学研究等に

関する倫理審査委員会
■ □ ■ □

遺伝子治療等臨床研究に関する指針 □ ■ □□

厚生労働省の所管する実施機関における動物実験

等の実施に関する基本指針
□□ ■ □

その他、該当する倫理指針があれば記入すること

（指針の名称： ）
□ ■ ■■

（※1）当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に関する倫理委員会の審査が済んでいる場合は、「審査済み」にチェッ

クし一部若しくは全部の審査が完了していない場合は、「未審査」にチェックすること。

その他（特記事項）

（※2）未審査に場合は、その理由を記載すること。
（※3）廃止前の「疫学研究に関する倫理指針｣、「臨床研究に関する倫理指針｣、「ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針｣、「人を対

象とする医学系研究に関する倫理指針」に準拠する場合は、当該項目に記入すること。

5．厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について

’
1 |’研究倫理教育の受講状況 受講 ■ 未受講 □

6．利益相反の管理

当研究機関におけるCCIの管理に関する規定の策定 有 ■ 無 口(無の場合はその理由 ）

当研究機関におけるCCI委員会設置の有無 有 ■ 無 D(無の場合は委託先機関 ）

当研究に係るCOIについての報告・審査の有無 有 ■ 無 □(無の場合はその理由 ）

当研究に係るCOIについての指導・管理の有無 有 口 無 ■（有の場合はその内容 ）

(留意事項） ・該当する□にチェックを入れること。

・分担研究者の所属する機関の長も作成すること。



令和6年2月15日

国立保健医療科学院長 殿

金沢医科大学

学長

機関名

所属研究機関長 職 名

氏 名 宮澤 克人

次の職員の令和5年度厚生労働科学研究費の調査研究における､倫理審査状況及び利益相反等の管理につい

ては以下のとおりです。

難治性疾患政策研究事業1．研究事業名

2．研究課題名

3．研究者名

神経免疫疾患領域における難病の医療水準と患者のQoL向上に資する研究

(所属部署・職名） 医学部・学内講師

中西恵美・ナカニシ メグフリガナ）(氏名

『『『

4．倫理審査の状況

左記で該当がある場合のみ記入（※1）

｜未審査(※2）審査済み 審査した機関

該当‘性の有無

有 無

人を対象とする生命科学･医学系研究に関する倫理

指針(※3）
□□ ■ □

□遺伝子治療等臨床研究に関する指針 □ ■ ■

厚生労働省の所管する実施機関における動物実験

等の実施に関する基本指針
囚■■I ■

その他、該当する倫理指針があれば記入すること

（指針の名称： ）
□

一

■□ ■

（※1）当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に関する倫理委員会の審査が済んでいる場合は、「審査済み」にチェッ
クし一部若しくは全部の審査が完了していない場合は、「未審査」にチェックすること。

その他（特記事項）

（※2）未審査に場合は、その理由を記載すること。

（※3）廃止前の「疫学研究に関する倫理指針｣、「臨床研究に関する倫理指針｣、「ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針｣、「人を対
象とする医学系研究に関する倫理指針」に準拠する場合は、当該項目に記入すること。

5．厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について

研究倫理教育の受講状況 ’’ 受講 ■ 未受講 □

6．利益相反の管理

当研究機関におけるCCIの管理に関する規定の策定 有 ■ 無 口(無の場合はその理由 ）

当研究機関におけるCCI委員会設置の有無 有 ■ 無 口(無の場合は委託先機関 ）

当研究に係るC○Iについての報告・審査の有無 有 ■ 無 口(無の場合はその理由 ）

有 ロ 無 ■（有の場合はその内容当研究に係るCOIについての指導・管理の有無 ）

(留意事項） ・該当する□にチェックを入れること。

・分担研究者の所属する機関の長も作成すること。



令和6年3月31日

国立保健医療科学院長 殿

慶應義塾大学

学長

伊藤 公平

機関名

所属研究機関長 職 名

氏 名

次の職員の令和5年度厚生労働科学研究費の調査研究における､倫理審査状況及び利益相反等の管理につ

いては以下のとおりです。

難治性疾患政策研究事業1．研究事業名

2．研究課題名

3〃研究者名

神経免疫疾患領域における難病の医療水準と患者のQOL向上に資する研究

(所属部署・職名）医学部内科学教室榊経)。教授

(氏名。フリガナ）中原 仁。ナカハラ ジン

4．倫理審査の状況

左記で該当がある場合のみ記入（※1）

｜未審査(※2）審査済み 審査した機関

該当性の有無

有 無

人を対象とする生命科学･医学系研究に関する倫理

指針（※3）
慶應義塾大学医学部■ □ □函

遺伝子治療等臨床研究に関する指針 □ ■ ■□

厚生労働省の所管する実施機関における動物実験

等の実施に関する基本指針
□□ ■ □

その他、該当する倫理指針があれば記入すること

（指針の名称： ）
□ ■ □口

(XI)当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に関する倫理委員会の審査が済んでいる場合は、「審査済み」にチェッ

クし一部若しくは全部の審査が完了していない場合は、「未審査」にチェックすること。

その他（特記事項）

（※2）未審査に場合は、その理由を記載すること。

（※3）廃止前の「疫学研究に関する倫理指針｣、「臨床研究に関する倫理指針｣、「ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針｣、「人を対
象とする医学系研究に関する倫理指針」に準拠する場合は、当該項目に記入すること。

5．厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について

’’ |受講■未受講□研究倫理教育の受講状況

6．利益相反の管理

当研究機関におけるCCIの管理に関する規定の策定 有 ■ 無 □(無の場合はその理由 ）

当研究機関におけるCCI委員会設置の有無 有 ■ 無 口(無の場合は委託先機関 ）

当研究に係るCCIについての報告。審査の有無 有 ■ 無 口(無の場合はその理由 ）

当研究に係るCCIについての指導・管理の有無 有 、 無 ■（有の場合はその内容

〕

(留意事項） ・該当する□にチェックを入れること。

・分担研究者の所属する機関の長も作成すること。



令和 6年 3月 151ヨ

国立保健医療科学院長 殿

国立病院機構 北海道医療センター

院 長

機関名

職 名

氏 名

所属研究機関長

長尾 雅悦

次の職員の令和5年度厚生労働科学研究費の調査研究における､倫理審査状況及び利益相反等の管理につい

ては以下のとおりです。

1．研究事業名 難治性疾患政策研究事業

2．研究課題名 神経免疫疾患領域における難病の医療水準と患者のQOL向上に資する研究

3．研究者名 （所属部署2職名） 臨床研究部・部長

新野 正明・ニイノ マサヱ主(氏名・フリガナ）

4．倫理審査の状況

左記で該当がある場合のみ記入（※1）
該当性の有無

有 無
未審査(※

2）
審査済み 審査した機関

国立病院機構

北海道医療センター

人を対象とする生命科学。医学系研究に関する倫

理指針（※3）

■■ I■
一

画 Z

□遺伝子治療等臨床研究に関する指針 □ ■ □

厚生労働省の所管する実施機関における動物実験
等の実施に関する基本指針

□□ ■ |■

’

その他、該当する倫理指針があれば記入すること

（指針の名称： ）
|■□□ ■

(※1）当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に関する倫理委員会の審査が済んでいる場合は、「審査済み」にチェッ
クし一部若しくは全部の審査が完了していない場合は、「未審査」にチェックすること。

その他（特記事項）

（※2）未審査に場合は、その理由を記載すること。
（※3）廃止前の「疫学研究に関する倫理指針｣、「臨床研究に関する倫理指針｣、「ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針｣、「人を対象
とする医学系研究に関する倫理指針」に準拠する場合は、当該項目に記入すること。

5．厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について

’|受講■未受講ロ|研究倫理教育の受講状況
6．利益相反の管理

有 ■ 無 口(無の場合はその理由当研究機関におけるCCIの管理に関する規定の策定 ）

有 ■ 無 口(無の場合は委託先機関当研究機関におけるCCI委員会設置の有無 ）

当研究に係るCCIについての報告・審査の有無 有 ■ 無 口(無の場合はその理由 ）

当研究に係るcolについての指導・管理の有無 有 口 無 ■（有の場合はその内容 ）

(留意事項） ・該当する□にチェックを入れること。

・分担研究者の所属する機関の長も作成すること。



令和 6年 4月 1日

国立保健医療科学院長 殿

機関名 帝京大学

所属研究機関長 職 名 学長

氏 名 沖永 佳史

次の職員の令和5年度厚生労働科学研究費の調査研究における､倫理審査状況及び利益相反等の管理につい

ては以下のとおりです。

1．研究事業名

2．研究課題名

3．研究者名

難治性疾患政策研究事業

神経免疫疾患領域における難病の医療水準と患者のQOL向上に資する研究

(所属部署・職名） 医学部・病院教授

(氏名 フリガナ） 畑中裕己・ハタナカユウキ

4．倫理審査の状況

左記で該当がある場合のみ記入（※1）

審査済み 審査した機関 ｜未審査(※2）

該当性の有無

有 無

人を対象とする生命科学･医学系研究に関する倫理

指針(※3）

帝京大学医学系研究倫理委員

会
因 ｜■ 口 図

遺伝子治療等臨床研究に関する指針 口 図 □ □

厚生労働省の所管する実施機関における動物実験

等の実施に関する基本指針
口 図 □

一

■

その他、該当する倫理指針があれば記入すること

（指針の名称： ）
口 図 □ □

（※1）当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に関する倫理委員会の審査が済んでいる場合は、「審査済み」にチェッ
クし一部若しくは全部の審査が完了していない場合は、「未審査」にチェックすること。

その他（特記事項）

倫理申請の再審査が必要となり0926-5から0222.4に新規申請し直したため､審査承認後解析を行います。
（※2）未審査に場合は、その理由を記載すること。
（※3）廃止前の『疫学研究に関する倫理指針｣、「臨床研究に関する倫理指針｣、「ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針｣、「人を対
象とする医学系研究に関する倫理指針jに準拠する場合は、当該項目に記入すること。

5．厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について

|受講園未受講ロ ’研究倫理教育の受講状況

6．利益相反の管理

当研究機関におけるCOIの管理に関する規定の策定 有 回 無 口(無の場合はその理由

１

当研究機関におけるCOI委員会設置の有無 有 田 無 口(無の場合は委託先機関 ）

当研究に係るCCIについての報告・審査の有無 有 図 無 口(無の場合はその理由 ）

有口 無回(有の場合はその内容当研究に係るCOIについての指導・管理の有無 ）

(留意事項） ・該当する□にチェックを入れること。

・分担研究者の所属する機関の長も作成すること。



令和6年4月41ヨ

国立保健医療科学院長 殿

一般財団法人脳神経疾患研究所

理事長

機関名

所属研究機関長 職 名

氏 名 渡邉 貞義

次の職員の令和5年度厚生労働科学研究費の調査研究における､倫理審査状況及び利益相反等の管理につい

ては以下のとおりです。

1．研究事業名 難治性疾患政策研究事業

2．研究課題名 神経免疫疾患領域における難病の医療水準と患者のQOL向上に資する研究

3．研究者名 （所属部署。職名） 多発性硬化症・視神経脊髄炎センター・センター長

(氏名・フリガナ） 藤原 一男 ・ フジノ､ラ カズオ

4．倫理審査の状況

左記で該当がある場合のみ記入（※1）

｜未審査(※2）審査済み 審査した機関

該当'性の有無

有 無

人を対象とする生命科学･医学系研究に関する倫理

指針(※3）
□ ■ ■口

遺伝子治療等臨床研究に関する指針 □□ ■ □

厚生労働省の所管する実施機関における動物実験

等の実施に関する基本指針
■』□□ ■

その他、該当する倫理指針があれば記入すること

（指針の名称： ）
□□口 ■

（※1）当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に関する倫理委員会の審査が済んでいる場合は、「審査済みjにチェッ

クし一部若しくは全部の審査が完了していない場合は、「未審査」にチェックすること。

その他（特記事項）

（※2）未審査に場合は、その理由を記載すること。
（※3）廃止前の「疫学研究に関する倫理指針｣、「臨床研究に関する倫理指針｣、「ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針｣、「人を対
象とする医学系研究に関する倫理指針」に準拠する場合は、当該項目に記入すること。

5．厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について

受講 ■ 未受講 □|研究倫理教育の受講状況 ’
6．利益相反の管理

当研究機関におけるCOIの管理に関する規定の策定 有 ■ 無 D(無の場合はその理由 ）

当研究機関におけるCOI委員会設置の有無 有 口 無 ■(無の場合は委託先機関 （一財)脳神経疾患研究所倫理委員会）

当研究に係るCCIについての報告・審査の有無 有 ■ 無 □(無の場合はその理由 ）

当研究に係るCCIについての指導・管理の有無 有 ロ 無 ■（有の場合はその内容 ）

(留意事項） ・該当する□にチェックを入れること。

・分担研究者の所属する機関の長も作成すること。



令和 6年 3月 1日

国立保健医療科学院長 殿

国立大学法人千葉大学

学長代行

機関名

所属研究機関長 職 名

氏 名 中谷 晴 昭

次の職員の令和5年度厚生労働科学研究費の調査研究における､倫理審査状況及び利益相反等の管理につい

ては以下のとおりです。

1．研究事業名 難治性疾患政策研究事業

L1句上に資する研究2．研究課題名 神経免疫疾患領域における難病の医療水準と患者のgg

3．研究者名 （所属部署・職名） 医学部附属病院 。 准教授

(氏名 フリガナ） 三澤 園子。ミサワ ソノコ

4 倫理審査の状況

左記で該当がある場合のみ記入(Xl)

｜未審査(※2）審査済み 審査した機関

該当性の有無

有 無

I
人を対象とする生命科学･医学系研究に関する倫理

指針（※3）
千葉大学■ □

一

!■■

遺伝子治療等臨床研究に関する指針 ■ ■ □1口

厚生労働省の所管する実施機関における動物実験

等の実施に関する基本指針
□ ■ □ ■

その他、該当する倫理指針があれば記入すること

（指針の名称： ）
□□ ■ 田

（※1）当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に関する倫理委員会の審査が済んでいる場合は、「審査済み」にチェッ

クし一部若しくは全部の審査が完了していない場合は、「未審査」にチェックすること。

その他（特記事項）

（※2）未審査に場合は、その理由を記載すること。

（※3）廃止前の「疫学研究に関する倫理指針｣、「臨床研究に関する倫理指針｣、「ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針｣、「人を対

象とする医学系研究に関する倫理指針」に準拠する場合は、当該項目に記入すること。

5．厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について

’ |受講ロ未受講ロ研究倫理教育の受識状況

6．利益相反の管理

有 ■ 無 口(無の場合はその理由当研究機関におけるCOIの管理に関する規定の策定 ）

当研究機関におけるCOI委員会設置の有無 有 ■ 無 口(無の場合は委託先機関 ）

当研究に係るcClについての報告・審査の有無 有 ■ 無 口(無の場合はその理由 ）

当研究に係るCOIについての指導．管理の有無 有 口 無 ■（有の場合はその内容

１

(留意事項） ・該当する□にチェックを入れること。

・分担研究者の所属する機関の長も作成すること。



令和6年3月31日

国立保健医療科学院長 殿

国際医療福祉大学

理事長

高木 邦格

機関名

所属研究機関長 職 名

氏 名

次の職員の令和5年度厚生労働科学研究費の調査研究における､倫理審査状況及び利益相反等の管理につい

ては以下のとおりです。

1 研究事業名 難治性疾患政策研究事業

2．研究課題名 神経免疫疾患領域における難病の医療水準と患者のQoL向上に資する研究

3．研究者名 （所属部署。職名） 医学部。教授

フリガナ） 村井 弘之。ムライ ヒロュキ(氏名

4．倫理審査の状況

左記で該当がある場合のみ記入（※'）

｜未審査(※2）審査済み 審査した機関

該当性の有無

有 無

人を対象とする生命科学｡医学系研究に関する倫理

指針（※3）
国際医療福祉大学 □■ □ ■

■□ ■遺伝子治療等臨床研究に関する指針 □

厚生労働省の所管する実施機関における動物実験

等の実施に関する基本指針
|■□ ■ 口

その他、該当する倫理指針があれば記入すること

（指針の名称： ）
□□□ ■

(※1）当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に関する倫理委員会の審査が済んでいる場合は、「審査済み」にチェッ
クし一部若しくは全部の審査が完了していない場合は、「末審査」にチェックすること。

その他（特記事項）

（※2）未審査に場合は、その理由を記載すること。
（※3）廃止前の「疫学研究に関する倫理指針｣、『臨床研究に関する倫理指針｣、『ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針｣、「人を対
象とする医学系研究に関する倫理指針」に準拠する場合は、当該項目に記入すること。

5．厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について

’’|研究倫理教育の受講状況 受講 ■ 未受講□

6．利益相反の管理

）当研究機関におけるCCIの管理に関する規定の策定 有 ■ 無 D(無の場合はその理由

有 ■ 無 口(無の場合は委託先機関当研究機関におけるCCI委員会設置の有無 ）

当研究に係るCCIについての報告。審査の有無

当研究に係るCCIについての指導。管理の有無

有 ■ 無 口(無の場合はその理由 ノ

有 口 無 ■（有の場合はその内容

１
－

(留意事項） ・該当する□にチェックを入れること。

・分担研究者の所属する機関の長も作成すること。



令和6年4月3日

国立保健医療科学院長 殿

長崎総合科学大学

学 長

機関名

所属研究機関長 職 名

氏 名 黒 川 不 二 雄

次の職員の令和5年度厚生労働科学研究費の調査研究における､倫理審査状況及び利益相反等の管理につい

ては以下のとおりです。

1 研究事業名 難治性疾患政策研究事業

2．研究課題名 神経免疫疾患領域における難病の医療水準と患者のQoL向上に資する研究

3．研究者名 （所属部署・職名） 工学研究科 ・ 教授

フリガナ） 本 村 政 勝 ・ モトムラ マサカン(氏名

4．倫理審査の状況

左記で該当がある場合のみ記入(Xl)

｜未審査(※2）審査済み 審査した機関

該当性の有無

有 無

人を対象とする生命科学･医学系研究に関する倫理

指針(※3）
長崎総合科学大学 □■ □ ■

遺伝子治療等臨床研究に関する指針 □□ ■ □

厚生労働省の所管する実施機関における動物実験

等の実施に関する基本指針
□□□ ｜屑二

その他、該当する倫理指針があれば記入すること

（指針の名称： ）
■□ ■ □

一 一 一 中 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一

（※1）当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に関する倫理委員会の審査が済んでいる場合は、「審査済み」にチェッ
クし一部若しくは全部の審査が完了していない場合は、「未審査」にチェックすること。

その他（特記事項）

（※2）未審査に場合は、その理由を記載すること。

（※3）廃止前の「疫学研究に関する倫理指針｣、「臨床研究に関する倫理指針｣、「ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針｣、「人を対
象とする医学系研究に関する倫理指針」に準拠する場合は、当該項目に記入すること。

5．厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について

|

｜

’|研究倫理教育の受講状況 ｜ I 受講 ■ 末受講 □

6．利益相反の管理

有 ■ 無 口(無の場合はその理由当研究機関におけるCCIの管理に関する規定の策定 ）

当研究機関におけるCol委員会設置の有無 有 ■ 無 D(無の場合は委託先機関 ）

当研究に係るCCIについての報告・審査の有無 有 ■ 無 D(無の場合はその理由 ）

有 口 無 ■（有の場合はその内容’当研究に係るCOIについての指導・管理の有無 ）

(留意事項） ・該当するロにチェックを入れること。

・分担研究者の所属する機関の長も作成すること。



令和6年3月21日

国立保健医療科学院長 殿

国立研究開発法人
機関名 国立精神｡神経医療研究センター

所属研究機関長 職 名 理事長

氏 名 中込 和幸

次の職員の令和5年度厚生労働科学研究費の調査研究における､倫理審査状況及び利益相反等の管理につい

ては以下のとおりです。

1．研究事業名 難治性疾患政策研究事業

2．研究課題名 神経免疫疾患領域における難病の医療水準と患者のQoL向上に資する研究

3．研究者名 （所属部署。職名） 神経研究所 。 特任研究部長

フリガナ） 山村 隆 （ヤマムラ タカシ）(氏名

4．倫理審査の状況

左記で該当がある場合のみ記入（※1）

｜未審査(※2）審査済み 審査した機関

該当性の有無

有 無

国立精神。神経医療研究セン

ター

人を対象とする生命科学･医学系研究に関する倫理

指針（※3）
■ □ □画

遺伝子治療等臨床研究に関する指針 口□ ■ ■

厚生労働省の所管する実施機関における動物実験

等の実施に関する基本指針
□□ ■ □

その他、該当する倫理指針があれば記入すること

（指針の名称： ）
□□ ■ □

（※1）当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に関する倫理委員会の審査が済んでいる場合は、「審査済み」にチェッ
クし一部若しくは全部の審査が完了していない場合は、「未審査」にチェックすること。

その他（特記事項）

（※2）未審査に場合は、その理由を記載すること。
（※3）廃止前の「疫学研究に関する倫理指針｣、「臨床研究に関する倫理指針｣、「ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針｣、「人を対
象とする医学系研究に関する倫理指針」に準拠する場合は、当該項目に記入すること。

5．厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について

’ |受講画未受講ロ研究倫理教育の受講状況

6．利益相反の管理

有 ■ 無 D(無の場合はその理由当研究機関におけるCOIの管理に関する規定の策定

１

当研究機関におけるCCI委員会設置の有無 有 ■ 無 口(無の場合は委託先機関 ）

当研究に係るcolについての報告・審査の有無 有 ■ 無 口(無の場合はその理由 ）

当研究に係るCCIについての指導・管理の有無 有 口 無 ■（有の場合はその内容 ）

(留意事項） ・該当する□にチェックを入れること。

・分担研究者の所属する機関の長も作成すること。



令和 6 年 3 月 13日

国立保健医療科学院長 殿

国立大学法人東京医科歯科大学

学長

機関名

所属研究機関長 職 名

氏 名 田 中 雄 二 郎

次の職員の令和5年度厚生労働科学研究費の調査研究における､倫理審査状況及び利益相反等の管理につい

ては以下のとおりです。

1．研究事業名 難治性疾患政策研究事業

2．研究課題名 神経免疫疾患領域における難病の医療水準と患者のQOL向上に資する研究

3．研究者名 （所属部署・職名） －大学院医歯学総合班究科一_・ 教授

(氏名・フリガナ） 横田 隆徳 ・ ヨコタ タカノリ

4．倫理審査の状況

左記で該当がある場合のみ記入（※1）

｜未審査(※2）審査済み 審査した機関

該当性の有無

有 無

人を対象とする生命科学･医学系研究に関する倫理

指針（※3）
東京医科歯科大学■ □ □に

遺伝子治療等臨床研究に関する指針 □ ■ ■■

厚生労働省の所管する実施機関における動物実験

等の実施に関する基本指針
■□ ■ □

その他、該当する倫理指針があれば記入すること

（指針の名称： ）
□□ ■ ■

（※1）当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に関する倫理委員会の審査が済んでいる場合は、「審査済みjにチェッ

クし一部若しくは全部の審査が完了していない場合は、『未審査」にチェックすること。

その他（特記事項）

（※2）未審査に場合は、その理由を記載すること。

（※3）廃止前の『疫学研究に関する倫理指針｣、「臨床研究に関する倫理指針｣、「ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針｣、「人を対
象とする医学系研究に関する倫理指針」に準拠する場合は、当該項目に記入すること。

5．厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について

’ |受講画末受講ロ研究倫理教育の受講状況

6．利益相反の管理

当研究機関におけるCOIの管理に関する規定の策定 有 ■ 無 □(無の場合はその理由 ）

当研究機関におけるCOI委員会設置の有無 有 ■ 無 D(無の場合は委託先機関 ）

有 ■ 無 口(無の場合はその理由当研究に係るCCIについての報告・審査の有無 ）

当研究に係るCCIについての指導・管理の有無 有 口 無 ■（有の場合はその内容 ）

I 】

(留意事項） ・該当する□にチェックを入れること。

・分担研究者の所属する機関の長も作成すること。



令和6年4月1日

国立保健医療科学院長 殿

機関名 国立大学法人金沢大学

所属研究機関長 職 名 学長

氏 名 和田 隆志

次の職員の令和5年度厚生労働科学研究費の調査研究における、倫理審査状況及び利益相反等の管理につ

いては以下のとおりです。

1．研究事業名 難治性疾患政策研究事業

向上に資する研究2．研究課題名 神経免疫疾患領域における難病の医療水準と患者のQOL

3．研究者名 （所属部署・職名）保健管理センター・教授

吉川 弘明。ヨシカワ ヒロアキフリガナ）(氏名

4，倫理審査の状況

左記で該当がある場合のみ記入（※'）
該当性の有無

有 無
未審査（※

2）
審査済み 審査した機関

人を対象とする生命科学。医学系研究に関する倫

理指針（※3）

金沢大学医学倫理審査委員会 !■■ □ ■

|■□ ■遺伝子治療等臨床研究に関する指針 □

厚生労働省の所管する実施機関における動物実験

等の実施に関する基本指針

その他、該当する倫理指針があれば記入すること

（指針の名称： ）

|■画■ ■

□□ロ ■

（※1）当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に関する倫理委員会の審査が済んでいる場合は、「審査済み」にチェッ
クし一部若しくは全部の審査が完了していない場合は、「未審査」にチェックすること。

その他（特記事項）

(※2）未審査の場合は、その理由を記載すること。
（※3）廃止前の「疫学研究に関する倫理指針｣、「臨床研究に関する倫理指針｣、「ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針｣、「人を対象
とする医学系研究に関する倫理指針」に準拠する場合は、当該項目に記入すること。

5．厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について

’受講 ■ 未受誰 □’’ 研究倫理教育の受誰状況
6．利益相反の管理

当研究機関におけるCOIの管理に関する規定の策定’ 有 ■ 無 □(無の場合はその理由

川
ｌ
－
ｊ
－
ｊ
－
ｊ
－

有 ■ 無 口(無の場合は委託先機関当研究機関におけるCOI委員会設置の有無

有 ■ 無 口(無の場合はその理由当研究に係るCCIについての報告・審査の有無

当研究に係るColについての指導・管理の有無 有 口 無 ■（有の場合はその内容

(留意事項） ・該当する□にチェックを入れること。

・分担研究者の所属する機関の長も作成すること。


